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　前号では「句と節」について紹介してきました。いよいよ「文型」を検討する準備段階
にやってまいりました。ここでは五文型を理解するのに必要な事項を確認することにしま
しょう。今回から『教科書の理解のために』（ＰＡＲＴ　Ⅱ）が登場します。生徒諸君は
復習に役立つことでしょう。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ＰＡＲＴ　Ⅰ（五文型のまえに）
　中学校の英語で多くの学校では五文型という項目が学習されています。英文を５つに分
類する方法です。しかし全ての英文が５つのパターンに分類されるわけではありません。
また，『文型』といっても，結局のところ「動詞の使い方」による分類ということになり
ます。
　まず１つの英文を単純に二分割してみましょう。
⑴　主部と述部
　My mother and father went to Hokkaido last summer by plane. 
この文では went がはっきりとした動詞であることがお分かりだと思います。その動詞の
ところで二分割してみます（はっきりとした動詞＝時制が明確に現れている形）。
 My mother and father
 　主　　部
 went to Hokkaido last summer by plane.
 　　　　　述　　　　部
 両親は昨夏飛行機
 で北海道に行った

  このように１つの英文を二分割した場合，動詞から最後までの部分を『述部』，前半の
部分を『主部』と呼びます。そして主部の中に主語(mother and father) があり，述部の
中には必ず述語動詞(went)が存在します。
●『自動詞』とは，目的語（名詞・代名詞等）を必要としない動詞。
⑵　英文をまるはだかにしよう！
　英文の骨格において必要なものは次の４つあります。それぞれ，主語・述語動詞・補語・
目的語です。英語ではＳｕｂｊｅｃｔ（サブジェクトゥ）・Ｖｅｒｂ（ヴァーブ）・
Ｃｏｍｐｌｅｍｅｎｔ（カンプリメントゥ）・Ｏｂｊｅｃｔ（オブジェクトゥ）です。
　「主要素」をまとめると以下のようになります。
　　　主語Ｓ：英文の中で，テーマ・話題となる語（句）。名詞や代名詞が多い。
　　　述語動詞Ｖ：主語に続く動詞。明確な時制（現在・過去）を表している形。
　　　目的語Ｏ：述語動詞の対象となる語（句）。さまざまな形がある。
　　　補語Ｃ：主語や目的語の説明をする際に必要となる語（句）。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　残念ながらもう一つ頭に入れておくものがあります。それは「修飾語」と呼ばれるもの。
これは英文の骨格を作る要素ではないのですが，生い茂った樹木の葉，人間で言えば贅肉
にあたるものです。私たちはまずこの「贅肉」を切り落とすことから始める必要があるの
です。そしてそれらの代表的なものは，以下の２つ。修飾語のことをＭと表す場合があり
ます。（Ｍ＝ｍｏｄｉｆｉｅｒ：マﾃﾞｨﾌｧｲｱー）。　　　　
　　　　　　　　①副詞（句・節）　　②前置詞＋（代）名詞
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　冒頭の英文は次のように分解することが可能です。(    )は修飾語句です。切り落とし
て考えることが可能です。
   My mother and father went (to Hokkaido) (last summer) (by plane).
  　　　　　Ｓ　　 　　　Ｖ　　    Ｍ　          Ｍ　　　　　Ｍ
　◎次号から５つの文型を，動詞に焦点をあてて検討してゆきます。
ＰＡＲＴ　Ⅱ（教科書の理解のために）　　
　今回は教科書中から「分詞」の用法をピックアップしてみましょう。
　分詞＝動詞の意味と形容詞の性質を分かち持つ語である，と考えて下さい。
　ここで問題となるのは，形容詞の性質です。形容詞は２つの使い方があります。
　①名詞や代名詞を修飾する働き，　②主語や目的語の説明をする働き　です。
　①についてまとめておきましょう。次の例を見てください。　　
　⒜　ａ　ｂｅａｕｔｉｆｕｌ　ｌａｄｙ　／　⒜’ａ　ｄａｎｃｉｎｇ　ｌａｄｙ
 形容詞

 分詞
 　　　　











　どちらも名詞（ｌａｄｙ）を修飾しています。日本語の語順と同じですね。どちらの場
合も１語の形容詞・分詞ですね。
●ところが分詞とそれ以外の語句が集団となっている場合はどうでしょう。
　⒜''　「ステージで踊っている」→「ご婦人」
　⒜''' dancing on the stage　　　　a lady
このように余分な語句と一緒になって名詞を修飾する場合には，名詞の右側に並べるのが
原則です。これを後置修飾と言います。教科書からの例で確認しましょう。
　⒝ People will live in stations built in space. (stations を修飾) 　　
　　　               （宇宙で建設されたステーション）    
  ⒞ The people living in these stations will have babies.(people を修飾)
　　　 　（これらのステーションで生活する人々）　　
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　発行のお約束をしてから１ヵ月が経過してしまいました。編集長の怠慢以外の何物でも
ありません。中学とは異なり，どのような形で編集しようかと思いを巡らせておりました。
『英語Ⅰ』の授業では教科書の進度に合わせて文法事項を勉強する時間があります。高校
編では，『文法事項の説明』（ＰＡＲＴ　Ⅰ）と，『教科書の理解のために』（ＰＡＲＴ
Ⅱ）〔ただしこれは次号から〕の二本立てで編集してゆく予定です。
　生徒にとっては定期考査までしっかり復習する時間がないかも知れません。頑張って下
さい。まず１つの英文を分解するための準備をしておきましょう。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ＰＡＲＴ　Ⅰ（語・句・節・文）
⑴　語
　１つ１つの単語のことを，「語」とよびます。次の文にはいくつの単語がありますか。
　⒜　Ｉ　ｈａｖｅ　ｍａｎｙ　ｂｏｏｋｓ．
　４つの単語があります。この文は，４つの語からなる文ということになります。
⑵　句
　⒜の文の中で，ｍａｎｙ　ｂｏｏｋｓという２語はまとまっています。「多くの本」と
いう意味ですね。このようにバラバラに見える語同志でも，あるまとまりをもった語集団
があります。
　基本的にいくつかの語があつまっている集団は，句または節と考えられます。ただし節
との違いもあります。それをふまえると，次のように言えます。　　　
　　　　句：２語以上の集まりで，その中に「主語＋動詞」が存在しない集団
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
●句には，働きによって，名詞・形容詞・副詞の３つに分類されます。
　⒝　Ｔｏ　ｐｌａｙ　ｔｈｅ　ｐｉａｎｏ　ｉｓ　ｉｎｔｅｒｅｓｔｉｎｇ．
　　　　〔主語に使われている名詞句〕
　⒞　Ｔｈｅ　ｂｏｏｋ　ｏｎ　ｔｈｅ　ｔａｂｌｅ　ｉｓ　ｍｉｎｅ．　　　　　　
　　　〔名詞（ｂｏｏｋ）を修飾する形容詞句〕
　⒟　Ｔｏｍ　ｌｉｋｅｓ　ｍａｔｈ　ｖｅｒｙ　ｍｕｃｈ．
　　　〔動詞（ｌｉｋｅｓ）を修飾する副詞句〕
⑶　節
　節も２語以上の単語の集団です。句と異なる点は「主語＋動詞」が存在すること。
　　　　節：２語以上の集まりで，その中に「主語＋動詞」が存在する集団
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　この「節」は原則として次のような形で用いられ，働きも３種類あります。
　　　　　　　　　　〔　従属接続詞＋主語＋動詞＋・・・　〕　
　⒠　Ｉ　ｔｈｉｎｋ　ｔｈａｔ　Ｔｏｍ　ｉｓ　ｋｉｎｄ．（トムは親切だと思う）
　　　〔動詞（ｔｈｉｎｋ）の目的語になる名詞節〕
　⒡　Ｗｈｅｎ　Ｉ　ｃａｍｅ　ｈｏｍｅ，　ｈｅ　ｗａｓ　ｗａｔｃｈｉｎｇ　ＴＶ．
　　　　〔後ろの文を修飾する副詞節〕　（帰宅した時，彼はテレビを見ていた）
　●なお形容詞節というのは，関係代名詞で導かれる場合のみです。便利でしょう。
〔注意：名詞節と副詞節の区別〕（これは大切なことです）
　　　節全体を省略した場合，残りの英文はまともな英文になっている→副詞節
　　　節全体を省略した場合，残りの英文は不完全な英文になっている→名詞節
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　⒡ I know when he will come back. （彼がいつ帰ってくるのかを知っている）
　この文で下線部を無視してみると，Ｉ　ｋｎｏｗが残ります。しかしこれだけでは何を
知っているのかは不明です。従って不完全な英文と判断できます。従って⒡は名詞節。つ
まり下線部の節がｋｎｏｗの目的語になっている名詞節だ，ということになります。
　⒢ If it is fine tomorrow, I'll go on a hike.（明日晴れればハイキングに行く）
　下線部の右側の英文はこれでまともです。下線部は「条件」を表す「副詞節」と考えて
ゆきます。
⑷　文
　「文」というのは，形式的には「大文字で始まっていて，ピリオドや記号（！，？）な
どで終わっているもの」と言えます。内容的には，「あるまとまった意味内容をもってい
るもの」といって構いません。
  これまで検討してきたように，１つの英文の中には，まとまった句・節が有機的に関連
し合って存在していることがお分かりになったことでしょう。次号から「文型」突入です！
